
 
     

 

九
里
と
十
三
里
の
話 

食
欲
の
秋
を
代
表
す
る
サ
ツ
マ
イ
モ
が
美
味
し
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
サ
ツ
マ
イ
モ
。
江
戸
時
代
に
救

荒
作
物
と
し
て
全
国
に
広
ま
り
ま
し
た
が
、
京
都
で
は

「
八
里
半
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
味
が
「
ク

リ(

九
里)

に
近
い
」
か
ら
八
里
半
と
い
う
事
で
、
さ
ら
に

関
東
で
は
、「
十
三
里
」
と
呼
ば
れ
、「
ク
リ(

九
里)

よ
り

(

四
里)

美
味
い
＝
九+

四
＝
十
三
」
と
駄
洒
落
で
親
し
ま

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
が
所
以
と
な
っ
て
十
月
十
三
日
は

焼
き
芋
の
日
で
す
。
ま
た
今
年
は
梅
田
に
サ
ツ
マ
イ
モ

が
も
た
ら
さ
れ
て
二
百
年
目
で
す
。
秋
の
恵
み
を
頂
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
よ
う
に
致
し
ま
し
ょ
う
。 

十
月
か
ら
の
社
務
に
つ
い
て 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
今
月
一
日
を
以
て

解
除
と
な
っ
た
事
か
ら
、
茶
屋
町
の
御
旅
社
で
は
御
朱
印
帳

へ
の
記
帳
を
再
開
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
受
付
日
は
基
本
的
に

土
日
十
三
時
～
十
七
時
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
鈴
緒
、
手
水

柄
杓
、
境
内
で
の
マ
ス
ク
着
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
阪
府

か
ら
の
段
階
的
な
緩
和
方
針
に
従
い
、
暫
く
は
現
状
の
ま
ま

と
致
し
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。 

御
本
社
東
側 

玉
垣
奉
賛
事
業 

神
山
町
の
当
宮
御
本
社
で
は
、
境
内
東
側
に
玉
垣
を
建
立

す
る
事
業
を
現
在
進
め
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
事
業
は
も
と
も
と
、
平
成
三
十
年
の
台
風
被
害
で
本

殿
大
屋
根
、
稲
荷
社
屋
根
な
ど
、
各
所
に
被
害
が
及
び
、
そ

の
修
復
費
用
等
の
為
、
玉
垣
建
立
に
よ
る
募
財
活
動
が
始
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
工
事
の
延

期
が
続
き
、
よ
う
や
く
本
年
に
な
っ
て
取
り
掛
か
か
れ
る
段

取
り
と
な
り
ま
し
た
。 

基
本
的
に
は
当
宮
の
古
く
か
ら
の
崇
敬
者
の
方
々
を
優

先
に
寄
進
の
ご
案
内
致
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
奇
し
く
も
本

年
、
当
宮
主
祭
神
の
嵯
峨
天
皇
さ
ま
が
、
当
地
を
行
幸
さ
れ

ま
し
て
か
ら
一
千
二
百
年
の
慶
節
に
当
た
る
事
か
ら
、
範
囲

を
拡
大
し
、
ご
希
望
の
方
に
も
ご
案
内
を
さ
せ
て
頂
く
形
と

な
り
ま
し
た
。 

こ
の
令
和
の
御
代
、
梅
田
の
大
神
さ
ま
の
御
神
前
に
お
名

前
を
残
す
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ご
案

内
を
お
送
り
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
左
記
事
務
局
ま
で

「
玉
垣
奉
賛
の
ご
案
内
を
送
付
下
さ
い
」
と
ご
連
絡
下
さ
い

ま
せ
。
追
っ
て
ご
案
内
を
お
送
り
さ
せ
て
頂
き
ま
す
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神
社
豆
知
識
「
社
号
碑
」 

神
社
の
名
前
を
社
号
と
い
い
、
そ
の
社
号
を
記
し
た
石

碑
な
ど
を
社
号
碑
と
い
い
ま
す
。
神
社
の
門
前
等
に
建
て

ら
れ
る
事
が
多
く
、
そ
の
神
社
が
何
と
い
う
神
社
か
を
表

す
表
札
の
よ
う
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
頃

か
ら
各
地
の
神
社
で
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

材
質
は
花
崗
岩
な
ど
の
石
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
が

多
く
、
古
い
も
の
は
そ
の
地
域
の
石
材
を
使
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
で
は
御
影
石
や
北
木
石
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
明
治
以
後
の
も
の
は
各
地
の
石
材
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
中
で
も
最
高
の
も
の
は
香
川
県
の
庵
治
石
と
い

う
も
の
で
、
現
在
で
は
入
手
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

形
状
に
つ
い
て
は
決
ま
り
が
あ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
殆
ど
は
四
角
柱
形
で
、
中
に
は
自
然
石
に
文
字
を

彫
り
込
ん
だ
も
の
や
、
円
柱
形
、
装
飾
を
施
し
た
も
の
な

ど
も
あ
り
ま
す
。 

大
き
な
神
社
で
は
官
幣
や
国
幣
と
彫
ら
れ
た
跡
を
消

し
た
も
の
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

よ
り
社
格
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
事
の
名
残
で
す
。 

こ
の
社
号
碑
で
最
も
重
要
な
の
は
そ
の
文
字
で
あ
り
、

こ
れ
は
そ
の
神
社
を
表
す
事
か
ら
、
そ
の
神
社
の
宮
司
や
、

書
家
、
神
社
に
縁
の
深
い
方
に
揮
毫(

文
字
を
書
く
事)

を

依
頼
す
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
時
代
の
書
家
の
筆
跡
を
知

る
貴
重
な
史
料
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

当
宮
に
お
き
ま
し
て
も
、
現
在
、
御
本
社
の
東
門
で
進

め
て
お
り
ま
す
玉
垣
事
業
で
は
、
併
せ
て
新
し
い
社
号
碑

を
建
立
す
る
事
と
な
っ
て
お
り
、
来
月
十
日
に
お
披
露
目

の
予
定
で
す
。 
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秋
祭(

十
五
日)…

梅
田
の
秋
祭
り
。
神
事
の
み

 

   

寒
露(

八
日)…

露
が
冷
気
に
よ
っ
て
凍
り
そ
う
に
な
る
頃 

霜
降(

廿
三
日)…

露
が
冷
気
に
よ
っ
て
霜
と
な
っ
て
降
り
る
頃

 

   

十
三
夜(

十
八
日)…

旧
暦
九
月
十
三
日
の
お
月
見
。
豆
名
月 

秋
の
土
用(

十
月
廿
日
～
十
一
月
六
日) 

土
掘
り
は
遠
慮 

   

十
月
四
日
、
八
日
、
十
四
日
、
廿
日
、
廿
六
日 

    

朔
月(

六
日)

、
上
弦(

十
三
日)

、 

満
月(

廿
日)

、
下
弦(

廿
九
日)

 

 

[

野 

菜] 

大
豆
、
カ
ブ
、
南
瓜(

日
本
種)

、
生
姜
、
芋
全
般
、 

[

果 

物] 

柿
、
梨
、
栗
、
ザ
ク
ロ
、
り
ん
ご(

早
生) 

[

魚
介
類] 

秋
刀
魚
、
イ
ワ
シ
、
太
刀
魚
、
鮭
、
コ
ウ
イ
カ
、 

[

そ
の
他] 

き
の
こ
類
、
菊
、
秋
バ
ラ
、
金
木
犀
、
コ
ス
モ
ス 

 

【
祭
礼
】 

  

【
節
気
】 

    

【
雑
節
】 

     

【
大
安
】 

  

【
朔
望
】 

    

【
旬
】 

 


